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づ
き
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
」
と
あ
り
、
並
び
に
同
項
第
三

号
中
「
負
担
及
び
平
成
二
十
二
年
度
以
前
の
年
度
の
国

庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の

年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
」
と
あ

る
の
は
、「
負
担
」
と
す
る
。

第
四
条

第
三
条
、
第
五
条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十

一
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲

げ
る
政
令
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
年
度

の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
に
つ
い
て
適
用

し
、
平
成
二
十
一
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係

る
国
の
負
担
又
は
補
助
で
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
年

度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

一

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
施

行
令
第
六
条
の
三

二

土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
第
六
十
三
条
第
一
項

三

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

第
七
条
及
び
第
八
条

四

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
第
三

十
八
条

五

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

行
令
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
及
び

第
十
四
条

六

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
第
二
十
二

条
第
二
項

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第

四
百
七
十
九
号
）
の
項
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
第
三

項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
四
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
第

一
項
（
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
」
に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め

る
。

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

総
務
大
臣

原
口

一
博

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

第
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
証
票
」
を
「
証
明
書
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
北
海
道
西
の
項
中
「
後
志
支
庁
管
内

胆
振
支
庁
管
内
」
を
「
北
斗
市

後
志
総
合
振
興
局
管
内

胆

振
総
合
振
興
局
管
内
」
に
、「
檜
山
支
庁
管
内

渡
島
支
庁
管
内
」
を「
檜
山
振
興
局
管
内

渡
島
総
合
振
興
局
管
内
」

に
改
め
、
同
表
北
海
道
中
の
項
中
「
留
萠
市
」
を
「
留
萌
市
」
に
、「
宗
谷
支
庁
管
内

留
萠
支
庁
管
内

上
川
支
庁

管
内

網
走
支
庁
管
内
」
を
「
北
広
島
市

石
狩
市

宗
谷
総
合
振
興
局
管
内

留
萌
振
興
局
管
内

上
川
総
合
振

興
局
管
内

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
」
に
、「
空
知
支
庁
管
内

石
狩
支
庁
管
内

胆
振
支
庁
管
内
」
を
「
空

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ヌ
中
「
特
例
民
法
法
人
が
認
可
地
縁
団
体
に
移
行
す
る
場
合
」
を
「
前
条
第
一
項
第
七
号

又
は
第
八
号
に
該
当
す
る
場
合
」
に
、「
総
務
大
臣
が
定
め
る
」
を
「
当
該
各
号
の
」
に
改
め
、
同
号
ル
中
「
特
例
民
法

法
人
が
認
可
地
縁
団
体
に
移
行
す
る
場
合
」
を
「
前
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
八
号
に
該
当
す
る
場
合
」
に
、「
特
例
民

法
法
人
」
を
「
特
例
民
法
法
人
又
は
特
定
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
特
定
一
般
財
団
法
人
（
以
下「
特
例
民
法
法
人
等
」

と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
地
縁
に
よ
る
団
体
」
を
「
認
可
地
縁
団
体
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
特
例
民
法
法
人
」

を
「
特
例
民
法
法
人
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
見
出
し
中
「
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
別
記
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
目
の
区
分
」を「
平

成
二
十
二
年
度
及
び
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
別
記
歳
出
予
算
に
係
る
節
の
区
分
」
に
改
め
、
同
条
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

第
四
条

平
成
二
十
二
年
度
及
び
平
成
二
十
三
年
度
に
限
り
、
別
記
歳
出
予
算
に
係
る
節
の
区
分
の
表
説
明
の
欄
中

「
児
童
手
当
」

と
あ
る
の
は「

児
童
手
当

子
ど
も
手
当
」

と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
審
議
会
令
及
び
国
土
調
査
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
七
十
九
号

国
土
審
議
会
令
及
び
国
土
調
査
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
土
調
査
促
進
特
別
措
置
法
及
び
国
土
調
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十

一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
第
十
二
条
並
び
に
国
土
調
査
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
六
項
及
び
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た

め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
国
土
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
土
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
土
地
政
策
分
科
会
の
項
中「
第
三
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」

を
「
第
三
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
る
。

（
国
土
調
査
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
土
調
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
七
中
「
実
施
す
る
者
が
」
を
「
行
う
者
が
」
に
、「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
る
。

知
総
合
振
興
局
管
内

石
狩
振
興
局
管
内

胆
振
総
合
振
興
局
管
内
」
に
、「
日
高
支
庁
管
内
」
を
「
日
高
振
興
局
管

内
」
に
改
め
、
同
表
北
海
道
北
の
項
中
「
網
走
支
庁
管
内
」
を
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
」
に
、「
根
室
支
庁

管
内

釧
路
支
庁
管
内

十
勝
支
庁
管
内
」
を
「
根
室
振
興
局
管
内

釧
路
総
合
振
興
局
管
内

十
勝
総
合
振
興
局

管
内
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
中
「
証
票
の
」
を
「
証
明
書
の
」
に
、「
か
き
、
さ
く
等
」
を
「
垣
、
さ
く
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
」
に
、「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、「
証
票
を
」
を
「
証
明
書
を
」
に
、「
呈
示
し
」
を
「
提
示
し
」
に
、「
左
の
各
号

の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
一
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
、「
立
入
」
を
「
立
入
り
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
国
土
調
査
法
施
行
令
別
表
第
六
の

改
正
規
定
（「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
一
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
、「
立
入
」
を「
立

入
り
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

〇
総
務
省
令
第
三
十
五
号

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
等
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
の
二
の
規
定
及
び
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令

第
十
六
号
）
第
百
五
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
自
治
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
内
務
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
中
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
受
け
た
地
縁
に
よ
る
団
体
」
を
「
地
方
自
治
法
第

二
百
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
受
け
た
地
縁
に
よ
る
団
体
」
に
改
め
、「（
以
下
次
条
第
一
項
第
一
号
に

お
い
て
「
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

八

特
定
一
般
社
団
法
人
又
は
特
定
一
般
財
団
法
人
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則

第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
社
団
法
人
又
は
同
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
財
団
法
人
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）が
認
可
地
縁
団
体
に
移
行
す
る
場
合
に
は
、
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五

号
）
第
二
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
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